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手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
「
手

話
講
習
会
」
が
、
９
月
２５
日

か
ら
１１
月
２７
日
ま
で
の
火
曜

日
（
全
９
回
）
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

参
加
者
は
、
自
身
の
名
前

や
仕
事
、
家
族
構
成
な
ど
身

の
回
り
の
こ
と
を
表
す
基
礎

的
な
学
習
を
通
し
、�
手
で
�

話
し
て
理
解
す
る
実
践
力
を

身

に

つ

け

た
。講

師
は
特

定
非
営
利
法

人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

川
崎
市
ろ
う

者
協
会
の
森

都
さ
ん
。
１０

月
２３
日
に
は

学
生
８
人
が

参
加
、
手
話

で
「
あ
な
た

の
家
は
ど
こ

で
す
か
」
と

聞
か
れ
た
際
に
、
答
え
る
や

り
方
を
学
ん
だ
。
参
加
し
た

平
賀
正
樹
さ
ん
（
人
間
科
学

３
）は「
手
話
を
少
し
で
も
理

解
で
き
た
ら
い
い
と
始
め
た

こ
と
で
す
が
、
こ
ん
な
に
楽

し
く
て
面
白
い
も
の
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

点
字
講
習
会
も

ま
た
、
点
字
講
習
会
（
１１

月
８
日
か
ら
２９
日
ま
で
全
４

回
）
も
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
学
生
ら
６
人
が
参

加
。
簡
単
な
文
章
を
作
れ
る

技
術
を
身
に
つ
け
た
。
講
師

は
川
崎
市
点
訳
グ
ル
ー
プ

「
木
の
芽
会
」
代
表
の
天
木

佐
代
子
さ
ん
。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
の
「
秋
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

１１
月
１４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
か
れ
、
昼
休
み
の

学
生
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

演
奏
曲
目
は『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』、

『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
の
映
画
音
楽
や
バ

ッ
ハ
の
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
弦
楽
四
重
奏
曲
「
狩
」
な
ど
、

な
じ
み
の
あ
る
も
の
ば
か
り
。
学
生
た

ち
は
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聴
き
入

っ
て
い
た
。

恒
例
の
Ｘ
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
∥
１２
月
１９
日
（
水
）
１２
時
２０
分

～
▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

ア
ト
リ
ウ
ム
▽
曲
目
∥
「
も
ろ
び
と
こ

ぞ
り
て
」「
う
ま
や
の
な
か
に
」「
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
ほ
か

専
修
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
傘
下
団
体
「
Ｓ

Ｋ
Ｖ
（S

e
n
s
h
u

K
a
n
d
a

V
o
l
u
n
t
e
e
r

）
」
が
１１
月
２４

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第

２
回
救
命
講
習
会
を
開
催
し

た
。こ

の
講
習
会
で
は
、
傷
病

者
の
搬
送
法
、包
帯
法
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を
同
団
体
の
メ

ン
バ
ー
と
神

田
消
防
団
も
加
わ
り
参
加
者

に
指
導
し
た
。
今
回
は
本
学

学
生
の
ほ
か
、
他
大
学
の
学

生
や
地
元
の
北
神
町
会
の
方

な
ど
４３
人
が
参
加
し
、
熱
心

に
実
技
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
の
中
村
麻
衣
さ
ん

（
商
３
・
同
傘
下
団
体
Ｓ
Ｉ

Ｖ
）
は
「
第
１
回
に
も
参
加

し
ま
し
た
が
、
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
、
受
講
し
ま
し
た
。
動
作

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
た
。

体
育
祭
２
０
１
２
（
実
行

委
員
長
∥
佐
藤
雅
紀
さ
ん
・

文
４
）
が
１１

月
２４
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ

ス

で

行

わ

れ
、
男
女
混

合
の
１４
チ
ー

ム
が
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
で
汗

を
流
し
た
∥

写
真
上
。

大
会
は
第

一
体
育
館
と

総
合
体
育
館

に
分
か
れ
、

７
チ
ー
ム
ず

つ
総
当
た
り
で
競
い
、
各
１

位
チ
ー
ム
同
士
が
決
勝
を
行

っ
た
結
果
、
「
ラ
フ
・
メ
ー

カ
ー
」
が
優
勝
し
た
∥
写
真

下
。

専
修
大
学
附
属
高
校
と
専

修
大
学
松
戸
高
校
の
生
徒
た

ち
７１
人
が
参
加
し
た
公
開
模

擬
裁
判
が
１１
月
１７
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

裁
判
の
基
本
的
な
構
造
を

学
び
、
法
曹
会
や
法
律
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
１

９
９
５
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
。

両
校
の
代
表
が
東
京
弁
護

士
会
法
教
育
セ
ン
タ
ー
の
弁

護
士
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
、
裁
判
官
、
検
事
、
弁

護
士
役
を
熱
演
。
傍
聴
席
の

生
徒
た
ち
も
真
剣
な
面
持
ち

で
見
学
し
、
裁
判
の
流
れ
を

体
感
し
た
。

第
７
回
「
校
友
会
ワ
イ
ン

大
学
」
が
１１
月
１６
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ

た
。
校
友
、
育
友
、
学
生
、

教
職
員
、
地
域
の
方
な
ど
１

１
３
人
が
参
加
。
㈲
シ
ン
・

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表
取
締

役
の
江
畑
進
一
氏
に
よ
る
ワ

イ
ン
文
化
に
つ
い
て
の
講
演

を
聞
き
な
が
ら
、
前
日
に
解

禁
を
迎
え
た
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ

ー
ボ
ー
や
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
ワ
イ
ン
な
ど
を
試
飲
し

た
。

日
本
に
お
け
る
原
発
の

安
全
神
話
は
、
昨
年
３
月

１１
日
の
大
震
災
に
伴
う
福

島
原
発
の
破
壊
に
よ
り
崩

壊
し
た
。
私
た
ち
は
今
、

原
発
を
含
め
た
核
の
問
題

に
再
考
を
迫
ら
れ
て
い

る
。し
か
し
そ
の
一
方
で
、

私
た
ち
は
、
震
災

後
も
な
お
原
発
プ

ラ
ン
ト
を
海
外
に

輸
出
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
は
い
か
な
る

意
見
を
も
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う

か
。核

問
題
と
い
え
ば
、
イ

ン
ド
留
学
中
の
１
９
９
８

年
に
起
き
た
あ
る
出
来
事

を
思
い
出
す
。
こ
の
年
、

イ
ン
ド
が
核
実
験
を
実
施

し
た
こ
と
に
対
し
、
日
本

政
府
が
経
済
制
裁
を
断
行

し
、
日
印
関
係
が
急
速
に

悪
化
し
た
。
イ
ン
ド
人
の

友
人
宅
で
、
「
ア
メ
リ
カ

の
核
の
傘
下
に
あ
る
日
本

が
、
他
国
の
核
実
験
を
批

判
す
る
の
は
矛
盾
で
は
な

い
か
？
」
と
問
わ
れ
た

が
、
私
は
答
え
ら
れ
ず
、

悔
し
く
て
、
帰
宅
し
て
か

ら
大
声
を
上
げ
て
泣
い

た
。
語
学
力
の
不
足
も
あ

っ
た
。
そ
の
時
は
語
学
力

の
問
題
だ
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
話
す
力
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
伝
え

る
べ
き
自
分
の
意
見
が
そ

の
時
の
自
分
に
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
今
で
は
疑
問
で

あ
る
。

学
生
の
み
な
さ
ん
に

は
、
い
な
か
る
事
柄
に
も

自
分
の
考
え
を
持
っ
て
ほ

し
い
。
自
分
の
意
見
と
い

う
伝
え
る
内
容
を
持
っ
て

初
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
成
立
す
る
。
脳
を

柔
軟
に
保
ち
、
知
的
ア
ン

テ
ナ
を
広
げ
て
得
ら
れ
た

知
識
を
材
料
に
し
て
、「
意

見
」
を
組
み
立
て
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
人
の
意
見
を

う

の

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
多
く
の

人
の
主
張
を
比
較
し
て
ほ

し
い
。
講
義
も
漫
然
と
受

け
る
の
で
は
な
く
、
教
員

の
意
見
を
把
握
し
、
そ
れ

に
対
し
て
自
分
は
ど
う
考

え
る
の
か
、
常
に
意
識
し

て
い
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら

「
自
分
の
意
見
」
が
形
成

さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
学
生
部
）

靖
国
通
り
商
店
街
連
合
会

（
１７
商
店
会
・
４
５
０
会
員
）

が
主
催
す
る
「
第
１０
回
開
運

富
く
じ
大
興
行
」が
１１
月
９
、

１０
の
両
日
、
靖
国
通
り
の
神

保
町
交
差
点
で
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
冨
田
記
章
さ

ん
（
商
３
）
ら
二
部
学
生
会

の
６
人
が
協
力
し
、
受
付
や

景
品
交
換
な
ど
を
担
当
。
商

店
街
の
方
々
と
一
緒
に
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
同
連
合

会
加
盟
店
の
領
収
書
、
レ
シ

ー
ト
１
０
０
０
円
分
で
１
回

く
じ
を
引
き
、
該
当
商
品
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
今

回
は
「
東
北
福
幸
」
と
題

し
、
東
日
本
の
物
産
品
が
景

品
と
し
て
多
数
用
意
さ
れ

た
。

１４
チ
ー
ム
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
熱
戦

昼
休
み
に
「
専
フ
ィ
ル
」

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

付属２校の生徒が
「公開模擬裁判」

となりのトトロ、
Ｇ線上のアリア…

体

育

祭

体

育

祭

自分の意見を持とう

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

手
話
講
習
会

手
話
講
習
会

学
生
ら
１
１
３
人
が
参
加
し

第
７
回
「
ワ
イ
ン
大
学
」開
催

▲ 真剣に手話を学ぶ学生たち

専
大
生
６
人
が
協
力

神
田
神
保
町
・

富
く
じ
大
興
行

第２回救命講習会第２回救命講習会

本学学生ら４３人が参加

搬送法、包帯法など学ぶ

▲ 森講師に教わる学生

Ｓ
Ｋ
Ｖ
の
メ
ン
バ
ー
と
神
田
消
防
団

の
指
導
に
熱
心
に
取
り
組
む
参
加
者

▶

受
付
や
景
品
交
換
な
ど

を
担
当
し
た
学
生
た
ち

神田キャンパスで

（文２）

知床

楽

し

く

身

に

つ

く
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